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乂災感電 


下記のを意事項を守らないと义災*感電•転 
倒により死 t ゃ大けびの原因となります。 
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取扱説明書 

お買い上げいたださありびとラございます。 

-が化 I 安全のための注意事項を守らないと、 火災ゃ人 

日-口 I 身事おになることびあります。 

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要なを意 
事項と製品の取り極いかたをおしています。 この取 
扱説明書をよくお読みのラえ、 製品を安全にお使い 
ください。お読みになったあとは、いつでむ見5れ 
るところに必ず保管してください。 


このテレビラックは、じ(下のソニー製のフラットパ 
ネルカラーテレビ専用です。 

ガラス棚板には、目 S デジタルチューナー、 AV レ 
シーバー、 DVD プレーヤーやビデオデッキなどを 
収納するよラに設計されています。 
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A 警旬ま全のために 


ソこ一製品はま全に十分配慮して設計されています。 
しかしまちびった使いかたをすると、火災-感電- 
転倒などにより人身事故になることびありち険で 
す。事故を防ぐために安全のための注意事項を必ず 
お守りください。 

警告表示の意味 

取撒説明書では、次のよラな表示をしています。表示の内 
容をよく理解してから本文をお読みください。 


へ ~~^この表示のミ主意事項を守らないと、火災 ■ 
感電■破裂などにより死亡や大けびなどの 
人身事故が生じます。 

-1この表示のミ主意事項を守らないと、火災- 

峰警告 I 感電-転倒などにより死亡や大けびなどの 

人身事故につなびることびあります。 


A 注意] 


この表示のを意事項を守らないと、けびを 
したり周辺の家財に損害を与えたりするこ 
とびあります。 


ミ主意を巧ず記号 

行為を禁止する記号 

A 

A 

0 

乂が 

感電 

禁止 


A 警告 」 A A 

火災 感電 


下記の注意事項を守らないと乂災 • 感電•転 
粗 J により死■[二や大けが^の原因となりまず。 


テレビラックにテレビを載せた状態で、テレビに 


ぶ5下が5ない 

テレビび転倒して、大けび、 
死こなどの原因となります。 



ガラス棚板の上に乗ったり、ガラス棚板の間に入つ 
て遊ばない 


お子様びガラス棚板の上に 
棄った0、ガラス棚板の間に 
入って遊んだ0すると、ガラ 
ス棚板び割れた0、テレビび 
倒れて、大けびや死亡の原因 
となります。 


0 

禁止 



テレビや 1 R 納機器のコードをはさまないよラにする 


• テレビなどをテレビラック 
に載せるとき、電源コード 
をはさみこまないよラにす 
る。 

• テレビラックを動かすとき、 
電源コードを踏まないよう 
にする。 

コー问こ傷びついて火災や 
感電の原因となります。 



ソニー株式会社干 141-0001 東を都品 J II 区化品川 6-7-35 

お問い合わせはお客様ごホ目該センターへ 
• ナビダイザル . 査 S 0570 -00-3311 を付時間： 

(を国どこからでも市巧通話が金でごネ IJ 巧いただけます） 0-0(^200- 

• 携帯電話 . PHS でのご利巧は…… 03-544 呂 -331 1 ム.日.巧日 
• Fax . 0466 -31-259 已 9:〇〇〜 i 7 :oo 


http :// www . sony . co . jp / 

この説明書は再生紙を使用しています。 


載せる機器は、指定の質量を超えないよラにする ガラス棚板に強い衝撃をちえない 


指定の質量を超えると、ガラス棚板び割れたりして、破片 
び飛び散り、けがの原因となることびあります。 


傾いた巧面に設置しない 

傾いた巧面に設置すると、テレビラックび乾倒したり、設 
置している機器び落下したりして、けがの原因となること 
びあります。 


踏み台 I ししない 

倒れたり、落ちたり、ガラス 
棚板び割れたりして、けびの 
原因となることがあります。 

過熱した鍋、湯沸しなど 
熱いちのを置かない 

ガラス棚板び割れたりして、 
けびの原因となることびあり 
ます。また、テレビラックを 
傷める原因となります。 



テレビラックには強化処理を施したガラスを使用していま 
すび、絶対割れないわけではありません。割れると、破片 
び飛び散りけびの原因となりますので下記のことをお守り 
ください。 


•物をぶつける、先端の尖つ 
た物を落とすなど、強い衝 
撃を与えない。 

•鋭利な物で傷をつけたり、 
ガラス棚板を突いたりしな 
い。 

•収納機器を設置するとさに、 
ガラス棚板の端面にぶつけ 
ない。 

• 掃除磯で巧面をすべらせて、 
下ガラス棚板の端面に当て 
ない。 



0 

禁止 



ま思 


下記の注意事項を守6なし、とけ万、をしたり周辺の家財に 
} 貫青を与えたりすることがあります。 


指定のテレビ機器 m 夕+のちのを載せない 


堅くて平 S な巧面に設置ずる 


• このテレビラックは指定のテレビ専用です。指定がのテ 
レビや重い物を載せると、すべって落ちたり、壊れたり 
してけびの原因となることびあります。 

• 指定の機器 m 外のもの（陶器やな瓶など）は置かないでく 
ださい。 

組み立ては、手順に従ってしっかり組み立てる 

ネジびゆるんでいたりおけて 
いると、テレビラックび歪み、 

テレビび転倒し、けがの原因 
となることびあります。特に 
飛出防止クランパーはガラス 
棚板の飛出し防止のため確実 
に取り付けてください。 

ガラス棚板に力をかけない 

組み立てるときや、収納機器を設置するときに、ガラス棚 
板に手をついて体重をかけたり、ドライバーなど硬いちの 
を落としたりしないでください。ガラス棚板び割れて、け 
がの原因となることびあります。 



ガラス棚板同±をぶつけない 

ガラス棚板び割れて、けがの原因となることびあります。 


指を挟まないよラにミち意する 


ガラス棚板を取り付けるときは， 
ガラス棚板とテレビラックの 
隙間に指などを挟まないよう 
にごを意ください。 



設置場所は、堅くて平らな床面にしてください。設置場所 
によってはテレビラックの変形や傾きび生じることびあり 
ますので、下記のことをお守りください。 

一畳、じゆうたん、カーペットなどの上に置くときは板な 
ど堅い物を敷< 

一 直射日光び当たる場所や、暖房器具のそばに置かない 
一 高温を湿の場所や屋がに置かない 

ガラス棚板の部分を持って動かさない 

テレビラックを動かすとさは、ガラス棚板の部分を持たな 
いでください。ガラス棚板び落下して破損したり、金具び 
壊れた0する原因とな0ます。 

収納機器を設置したまま動かさない 

機器を設置したまま、テレビラックを動かさないでくださ 
い。ガラス棚板び割れたり機器び落下したりして、思わぬ 
事故の原因となります。 


押したり引いたりしない 

テレビラックを動かすとさは、巧したり引いたりしないて 
ください。ガラス棚板び落下して破損したり、金具び壊れ 
たりする原因となります。 

化学薬品を使ってお手入れしない 

美しい状態でお使いいただくためときどき柔らかい巧で、 
から拭きしてください。巧れびひどいときは食器用洗剤を日 
〜6倍に薄め、柔らかい巧に含ませて輕く拭き取ってくださ 
い。シンナーやベンジンなどの化学薬品はテレビラックの 
仕上げを傷めることびありますので、使わないでくださ 
い。 


主な仕様 


本機の仕様および外観は、改良のため予告なく変更することびありますび、ご了承ください。 
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厂 ® -」 



SU-32TS1J 

SU-42TS1J 

寸法 ( cm ) 

A 

42.0 


臣 

船9 28.8 


C 

39.0 


D 

73.6 

93.6 


E 

86.0 

106.0 


F 

43.0 


G 

14.3 


H 

20.5 


I 

3.6 


J 

55.6 

75.6 


K 

26.9 

28.8 


L 

18.0 

18.0 


M 

42.0 

質量 ( kg ) 

30.0 35.0 


ガラス棚板の積載量について 


それぞれのガラス棚板には、図に示す質量於上の 
ものを載せないでください。ガラス棚板を破損す 
るおそれびあ D ます。 

なお、このテレビラックの総積載量は、各サイズ 
のテレビの質量とガラス棚板に載せる質量の合計 
になります。 



>25 kg 



♦ 25 kg 
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手順 1 :組み立てにが要な部品を確認する 


手順3:ガラス棚板を取り付ける 


組み立てる前に©ドライバーをご用意ください。 



矢印は正面方向を示します。 


手順2:テレビを載せてネジで固定する 


1テレビをテレビラックに載せ、前 
I 部のネジ巧にネジで固定ずる。 


〇テレビスタンドとテレビラック天板前側 
のカーブび合ラよラに、テレビをテレビ 
ラックに載せる。 



©テレビラック天板後側にある•マーク 
(左ち2か巧）に、テレビスタンド両側の 
角をミわせて位置をミ夫める。 

包ネジにワッシャーを通し、天ホ反の下側か 
5ネジを©ドライパ’一で固定する。 





I, 




I 」 




の角を、テレビラッ 
ク天板の•マークに含 



わせる。 






テレビスタンド両側の角が、テレ 
ビラック天板の•マークに合って 
いるか再確認ずる。 

ずれているとをは、テレビを左ちに動かし 
てもラー度位置を合わせる。 




後部2箇所を、ネジで止める。 

ネジにワッシャーを通し、天板の下側か5 


ネジを©ドライバーで固定する。 




ワッンャー 
ネジ 


ガラス棚板は、2枚同一形状です。 



ガラス棚板を支巧の切り込み部分 
に差し込む。 

ごミち意シールび貼ってある面を上にして、 
差し込んで < ださい。 


• ガラス棚板は、上段から取り付けて < r ごさしん 
-ガラス棚板を落とさなしはうにご注意 < r ごさし、。 

-ガラス棚板を載せるとさには、ガラス棚板の上に手を 
置いたり、ガラス棚板の端を支柱や棚用金具にぶつ 
けなし、ようにごを意 < r ごさい。 


ガラス棚板がしっかりと固定され 
ていることを確認ずる。 


飛出防止クランパーを取り付け 
る。 

〇飛出防止クランパーを矢印方向に奥まで 
しっかりあて、棚ダボに飛出防止クラン 
パーを通す。 

ち図のように、上段のガラス棚板には飛 
出防止クランパーの一体型ネジを下向さ 
に、下段のガラス棚板には飛出防止クラ 
ンパーの一体型ネジを上向さにして取り 
巧ける。 

© @ドライバーで飛出防止クランパーの一 
体型ネジをしめ、ガラス棚おを固定ず 
る。 


巧-ちょっと一 言 

飛出防止クランパーを取り付けるときは、ガラス 
棚板を片方の手で巧さえるなどして、ずれないよ 
ラにして < ださい。 


-飛出防止クランバーを取り付けるときは、手や指をは 
さまないようにご注意</ごさし、。 

• 飛出防止クランバーび、しっかりと固定されてし质こ 
とを確認して <ださし、。 




ガラス棚お上部 



手順4:ビデオ機器などを設置する 



ビデオ機器などを設置ずる。 

上段にはデジタルチューナーなどを、下段 
にはビデオ機器などを設置する。 


巧-ちょっと一 言 

上段には BS デジタルチューナー、デジタル CS チュー 
ナーや DVD プレーヤー、下段には AV レシーバーやビ 
デオデッキなどを設置することをお薦めします。 

収納機器の接続びずべて完了してから、電源コードを 
コンセントにつないで<ださい。 



BS デジタル 
チューナーなど 

AV レシーバーや 
ビデオ機器など 


































































































































































































